
第２学年 理科 

学習の目標 

 

 

 

 

 

 

理科の学習のポイント                     

① 身のまわりの自然や事物・現象について「不思議だな」という目で見て、疑問を持ってみる。 

② 学習した内容と、身のまわりの自然や事物・現象との関連を図ってみる。 

③ 「何」を「どのように」調べたいか、「目的は何か」という意識をしっかりと持って観察や実験を行う。 

④ 実験などの集めたデータは、表やグラフ・図などを用いて、丁寧に分かりやすく整理する。 

⑤ ノートやレポートは、自分の言葉で丁寧に記入する。また、気づいたことは記入しておく。 

⑥ 学校で扱っている教材を中心に繰り返し解く。 

 

年間指導計画                        観点別評価と評価の観点、評価方法 

学期  

１学期 ■化学変化と原子・分子 

１ 物質の成り立ち 

２ 物質の表し方 

３ さまざまな化学変化 

４ 化学変化と物質の質量 

■生物の体のつくりとはたらき 

１ 生物の体をつくるもの 

２学期 ■生物の体のつくりとはたらき 

２ 植物の体のつくりとはたらき 

３ 動物の体のつくりとはたらき 

４ 動物の行動のしくみ 

■地球の大気と天気の変化 

１ 地球をとり巻く大気のようす 

２ 大気中の水の変化 

３ 天気の変化と大気の動き 

４ 大気の動きと日本の四季 

３学期 ■電流とその利用 

１ 電流の性質 

２ 電流の正体 

３ 電流と磁ｚ界 

授業時数 １４０時間（テストを含む） 

 

・自然の事物・現象に興味をもち、疑問点を見つけ、規則性を見つけたり課題を解決する方法を見つける。 

・自然の事物・現象について正しく観察、実験を行い、その結果から科学的な根拠に基づき、自分の考えを 

表現することができる。 

・自然の事物・現象を調べる活動を通して、日常生活や自然環境との関連を科学的に考え、自然を総合的に 

見られるようにする。 

① 知識・技能 

・定期テストでの記述を分析することで評

価する。 

・実験の時の準備・片づけ、実験や観察に

積極的に取り組んでいる姿勢、実験テス

ト（パフォーマンステスト）、レポート、

定期テストなどを通して評価する。 

 

② 思考・判断・表現 

・授業における発言や実験観察の発表等や

定期テスト、レポート・ワークシートの

記載から内容を通して評価する。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度 

・単元を通した学習課程を記録できるワー

クシート、ノート、レポートを用い自己

の成長の変容を確認し、発表、授業態度

など授業を通して評価する。 

 

※学年末評定に関しては、１，２，３学期

の観点、評定を考慮して評価する。 

 


